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一回戦　対都立農産　　　　  85 期　藤森　翔大
　今日は都立農産との試合でした。高三にとって
は最後の試合ということもあり、試合序盤は緊張
感が感じられイージーミスが多く、流れに乗れて
なかった。主力の二人が調子が悪く、前半が終わ
り 42－40と拮抗していた。だが３Ｑからは噛み
合っていきプレスからの速攻が鮮やかに決まる場
面が何度か見れた。また後輩の力も伸びており、
特に 17番は高一にも関わらず要所要所で素晴ら
しいプレイをしており頼もしかった。
　最終スコアは 88－63であったがあいつらの力
はこんなものではないと思う。次の芝戦までに 2
週間あるのでしっかり調整してもらいたい。芝は
毎年強いが勝てない試合ではない…むしろ力を出
せば勝てる試合である。２週間気持ちを切らさず
に頑張ってもらいたい。次の試合が楽しみだ。

二回戦　対芝　　　　　　　  86 期　上野　拓也
　６月３日の IH予選２回戦、武蔵 vs 芝の試合の
観戦記を書かせていただきます86期の上野です。
僕は京都に住んでいるのですが、今の高校三年生、
二年生のみんなには現役の時は大変お世話にな
り、何としても彼らの試合を見に行かなくてはと
感じていました。そこで、予定のついたこの日に
観戦することを決めたのです。
　試合は序盤苦しい展開でした。相手の守りが冴
えたのもありますが、オフェンスは常にバタバタ
動いていてしっかりしたシュートにいけず、ディ
フェンスも腰が浮いていて簡単に抜かれるし、
シュートチェックも甘く外から点を決められてし
まっていました。前半終わって 27－41。この時
僕は、この調子だと正直厳しいなと感じていました。
　後半、武蔵はマンツーマンからゾーンに切り替
えました。これが驚くほど効果的で、相手の外の
シュートはほとんど入らなくなり、前半は取られ
ていたリバウンドもしっかりおさえられるように
なりました。ディフェンスでリズムをつけた武蔵
は、インサイドの万里と守田を中心に得点を重ね
第 3Q終了時には 47－47 と追いつきました。
　第 4Qに入って逆転しても武蔵の選手たちは集
中力を保ち、ルーズボールへの執着やディフェン
スの時の表情からは勝利への意欲が感じられました。
　その後相手に３点差に迫られたりもしました
が、67－63と逃げ切り劇的な勝利を手にしまし
た。勝利はしたものの、やはり問題点は多かった
と思います。立ち上がりの集中力はもちろんです
が、特に僕が感じたのは試合終盤のことです。３
点差に迫られてから今は１点でも欲しいという場
面で、フリースローの成功率が悪すぎました。あ
のような場面でも焦らずに決めることが出来れ
ば、もう少し余裕をもって勝つことができるだろ
うと感じました。
　しかし、何にしても勝つことができて良かった
し、観戦していた僕にとっても興奮する大変面白
い試合を見せていただきました。大学生活を始め
早くもたるみ始めていた僕も、やる気とか諦めな
い気持ちとかを思い出させてもらった気がします。
　現役の勝利のために応援する武蔵バスケ部OB

の一体感も、初めて経験しましたが本当に素晴
らしく、改めてバスケ部に入って良かったと感
じさせてもらいました。

三回戦　対都立文京　　　　35 期　中山　義信
　この試合は全体を通して接戦の連続だった
が、惜しいところで武蔵にミスが出たりして、
概ね文京がリードを保つ経過を辿った。
　武蔵のディフェンスはマンツーマンとゾーン
を時々切り替えて戦い第 1Ｑは武蔵９番のゴー
ル下での落ち着いたプレーもあったが、16－
20で文京に４点リードされて終了。第2Qでは、
武蔵５番の好プレーが光り、フリースローも
しっかり決めて追撃。前半終了時は 32－32の
同点まで追い上げた。
　しかし後半、武蔵のディフェンスがマンツー
マンの時にうまく攻められて、第３Q終了時は
44－54と 10点差までリードを広げられた。
第４Qに入り、武蔵は試合の前半で効果的だっ
たゾーンディフェンスに戻して追撃を開始、残
り時間１分 48秒であと５点差まで迫ったがフ
リースローの確実さの差が出たりして、結局最
後にリードを広げられ、58－73で敗戦となった。
　体格的にも多少文京高の方が大きかったが、
武蔵は負けずに頑張っていたし、体力的にも武
蔵は最後まであきらめず走りきっていたのは、
大変すばらしかった。多少劣っていた点はゴー
ル下での確実さ、フリースローの確実性、中距
離シュートの成功率であり、各面での少しづつ
の差が敗戦につながったように思われる。　
　但し、昔の話をしても仕方がないが、４年間
に３回インターハイを制したころとか、私が高
３の時でさえ、東京大会優勝、関東大会優勝、
インターハイ準決勝進出を果たしたりしたが、
当時はいざという時にはオールコートゾーンプ
レスに切り替え、瞬く間に逆転したり、リード
を広げることができたことを考えると、今年の
チームにはオールコートプレスを使えるところ
までレベルが達していなかったのが、無いもの
ねだりではあるが、大変悔しかった。当時も週
３回のみの練習であり、現在でも工夫次第で、
デイフェンスの面でも、もっとレベルアップを
図れるのではないかというのが正直な感想です。
　ところで驚いたことには文京高のほとんどの
プレーヤーがボールを受ける時の足の切り方が
遅く、片足がまだコートに残っている状態で
ボールを受け、その後ジャンプして着地してか
らピボットを開始しており明らかなトラベリン
グであった。武蔵にも多少こういうプレーヤー
はいたが文京高のトラベリングは全くひどいも
のだった。コーチの山崎先生に聞くと、今や東
京のバスケットの審判の多くは、この形のトラ
ベリングはとらない傾向が強いとのこと。嘆か
わしい限りだと思う。かなりショー的な面の大
きいＮＢＡならいざ知らず、日本の高校のバス
ケットでは許されるものではないと思う。一方
今回の試合で武蔵のプレーヤーがトラベリング
とは言い切れないレベルの多少怪しいプレーを
した場合には審判は安易に笛を吹いてしまう傾
向があり、特に終盤にその傾向が強かった。今
回の敗戦は、ある意味では未熟な審判に負けた
ということもできるかも知れません。

選手権大会一回戦　対開進四中　83 期　菅原　超
　今年度の中三が今試合で引退となりました。
僕が中三の時も、それまでは都大会出場校と競
るような試合をしていたにも関わらず、一回戦
が強敵で早々に敗退してしまいましたので、そ
れだけは阻止したかったのですが、無念です。
　前日にキャプテン中塚が骨折するというアク
シデントの発生もあり、ベストゲームとは言え
ませんでした。点の取りどころを理解し、パス
とドライブのバランスをとるのが最もうまかっ
たキャプテンの不在のせいか、序盤はパスを回

高校試合結果
【新人戦（第四支部）】
２０１１年１０月２３日
武蔵●７１－９５都光丘
【関東大会予選（Bブロック）】
２０１２年４月２２日
武藏○１４２－３７都第四商
２０１２年４月２９日
武蔵○９１－６３都保谷
２０１２年４月３０日
武蔵●６８－９４日体荏原
【インターハイ予選（Cブロック）】
２０１２年５月２０日
武蔵○８８－６３都農産
２０１２年６月３日
武蔵○６７－６３芝
２０１２年６月１０日
武蔵●５８－７３都文京
（ベスト６４）

中学試合結果
【新人大会】
２０１１年１０月１６日
武蔵○８２－３８大泉桜中
２０１１年１０月２３日
武蔵●３２－８４開進一中
【春季大会】
２０１２年４月１５日
武蔵○４３－３２東大附属
２０１２年４月２２日
武蔵●５７－６５大泉学園
【選手権大会】
２０１２年６月１７日
武蔵●４１－６３開進四中
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インターハイ予選観戦記

1：集合写真
2：35 期吉澤氏のドリブル
3：28 期西室氏スピーチ
4：30 期近辺
5：模造紙への書き込み
6：山崎先生を囲む
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中高試合結果・観戦記 

しすぎで点を取りにいく姿勢に欠けていまし
た。逆に相手は身長のあるポストプレーヤーを
起点にセットプレーを多用してきて、出遅れる
形になりました。
　しかし２ＱではこちらはゾーンDFに切り替
え、相手のセットプレーを封じるとともに、オー
ルコートプレスでも相手をひっかけはじめ、前
半終了時には同点に追いつき振り出しに戻しま
した。ここからだと思ったのですが、PGのファ
ウルトラブル、エース FWの捻挫などが続き勢
いに乗れず、最終的に 22点差で試合終了とな
りました。攻守共に実力を発揮しきれず、本当
に悔しい試合でした。
　この一年間の間に練習に来てくださったり、
当日も応援に来てくださったOB、先輩方、後
輩のみんな、ほんとうにありがとうございまし
た！とともに申し訳ないです。
　一年間やって思ったことは、もちろん多々あ
るのですが、いちばん大きいのは、ハートを教
えるのが一番難しいということでした。今年の
中三はみなセンスもいいしスキルもかなり高水
準でした。教えたことの呑み込みが早いし、走
力もあります。前回の大会で区内ベスト３の大
泉学園に８点差の試合をした時点でそれは確信
できました。それでもどうも勝ちきれない、流
れを引き寄せきれない、自分たちでゲームをコ
ントロールする力が弱い、そのような点を課題
として最後の大会にむけて意識づけて練習して
きました。
　キャプテンの不在、ベスト８の相手、まさに
気持ちがすべてを握る状況での一回戦でした。
そこで勝てなかったことは本当に悔しいです
が、この悔しさは僕以上に選手が感じていると
思います。その気持ちこそが、彼らのハートを
きっと成長させると思います。そして高校で本
領を発揮してくれることでしょう。僕も選手た
ちから多くのことを学んだり感じたり、本当に
大切な時間を過ごさせてもらいました。これか
らも成長し続ける彼らの姿を見守っていきたい
と思います。みなさんまた高校の応援に行きま
しょう！そして中学からさらに強くするために
も、学生OBは中学練に行って指導のお手伝い
もしてあげてください。よろしくお願いします。
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中学観戦記

平成 24 年度総会報告 
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い
ま
す
。
フ
リ
ー
の
シ
ュ
ー
ト
は
確
実

に
決
め
る
シ
ュ
ー
タ
ー
臼
田
、
中
学
途

中
入
部
か
ら
成
長
著
し
い
上
野
と
小
野

寺
は
チ
ー
ム
に
欠
か
せ
な
い
存
在
に
な

り
ま
し
た
。
高
２
で
サ
ッ
カ
ー
部
か
ら

転
部
し
た
三
宅
は
、
ず
ば
抜
け
た
身
体

能
力
で
チ
ー
ム
の
大
事
な
戦
力
に
な
り

ま
し
た
。
総
勢
六
人
と
少
な
い
で
す
が
、

個
々
の
力
を
合
わ
せ
、
下
級
生
の
力
も

あ
り
、
都
32
に
入
る
強
い
チ
ー
ム
に
な

り
ま
し
た
（
78
期　

木
本　

健
一
）。

　

昨
年
、
若
手
OB
を
中
心
に
声
掛
け
し

て
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
ゲ
ー
ム
リ
バ
ー
シ
ブ
ル

ウ
ェ
ア
を
作
り
ま
し
た
。
現
在
73
期
〜

84
期
の
OB
が
購
入
し
、
現
役
の
合
宿
の

夜
練
（
OB
戦
）
や
、
近
年
恒
例
の
年
末

若
手
バ
ス
ケ
大
会
（
於
武
蔵
）、
元
旦

Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
集
い
な
ど
で
着
用
し
バ
ス

ケ
ッ
ト
を
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
リ

バ
ー
シ
ブ
ル
ウ
ェ
ア
は
、
一
枚
で
表
裏

の
二
色
を
使
い
分
け
可
能
な
、
試
合
時

な
ど
に
有
用
な
バ
ス
ケ
ッ
ト
ウ
ェ
ア
で

す
。
今
年
の
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
イ
で
も

披
露
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　

以
前
は
練
馬
区
の
大
会
に
出
場
し
て

い
た
の
で
す
が
、
運
営
・
登
録
な
ど
の

不
備
に
よ
り
現
在
は
活
動
が
停
止
し
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
チ
ー
ム
ウ
ェ
ア
の

刷
新
に
伴
い
Ｒ
Ｋ
Ｍ
と
し
て
い
ず
れ
か

の
区
の
大
会
な
ど
に
出
場
も
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
自
画
自
賛
な
が
ら
、

武
蔵
の
ス
ク
ー
ル
カ
ラ
ー
で
あ
る
緑
を

ベ
ー
ス
に
、
ロ
ゴ
も
Ｒ
Ｋ
Ｍ
と
い
う
シ

ン
プ
ル
か
つ
大
胆
な
格
好
い
い
も
の
に

な
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
ご
希
望
の

方
は
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
（
購
入
い

た
だ
い
た
先
輩
方
か
ら
は
好
評
で
す
）。

な
お
、
表
は
緑
、
裏
は
白
の
上
下
セ
ッ

ト
で
８
０
０
０
円
（
送
料
込
）
で
す
。

　

OB
で
統
一
し
た
ウ
ェ
ア
を
着
る
と
い

う
の
も
乙
な
も
の
か
と
思
い
ま
す
。Ｒ

Ｋ
Ｍ
の
活
動
の
益
々
の
振
興
に
少
し
で

も
貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

注
文
連
絡
先
：
83
期　

菅
原　

超　
　

n.avcd.211@
gm
ail.com

※

Ｒ
Ｋ
Ｍ
幹
事
会
ま
で
ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
、
菅
原
君
に
取
次
ぎ
ま
す
。

　

83
期　

菅
原　

超

Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
作
り
ま
し
た

　

大
澤
茂
樹
元
会
長
を
引
き
継
ぎ
、
こ

の
３
年
間
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
２
０
１
０
年
の
暮
れ
以

来
体
調
を
崩
し
、
と
く
に
昨
年
12
月
か

ら
は
慶
應
義
塾
病
院
で
３
カ
月
近
く
、

本
年
２
月
か
ら
は
４
カ
月
近
く
東
京
医

療
セ
ン
タ
ー
で
入
院
を
続
け
ざ
る
を
得

な
く
な
り
、
久
我
昭
雄
副
会
長
に
会
長

代
行
を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
。　
　

　

大
澤
元
会
長
か
ら
は
、
若
い
世
代
の

会
員
も
増
え
た
こ
と
も
あ
り
、
80
年
・

４
０
０
人
の
会
員
と
輝
か
し
い
伝
統
を

も
つ
Ｒ
Ｋ
Ｍ
に
つ
い
て
、
し
っ
か
り
し

た
運
営
体
制
を
造
り
、
伝
統
を
引
き
継

い
で
ほ
し
い
と
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
２
０
０
９
年
に
は
久
我
副
会

長
、
畑
正
木
幹
事
長
を
中
心
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の
得
意
技
を
持
っ
た
幹
事
を
選
ん

で
、会
報
や
メ
ー
ル
通
信
な
ど
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
、
会
費
徴
収

と
会
計
シ
ス
テ
ム
、
総
会
・
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
イ
・
正
月
集
会
行
事
な
ど
、

組
織
と
し
て
の
基
盤
を
整
え
、
わ
ず
か

な
が
ら
現
役
へ
の
資
金
的
支
援
と
応
援

の
仕
組
み
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
会
長
自

身
と
し
て
も
大
き
な
喜
び
で
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
40
期
代
、
50
期
代
、
60

期
代
、
70
期
代
と
そ
れ
ぞ
れ
の
代
か
ら

の
幹
事
を
増
や
し
、
自
ら
進
ん
で
企
画

を
提
案
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ま
で
は
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
１
０
０
年
史
発

刊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｒ
Ｋ
Ｍ
ア
ー
カ
イ

Ｒ
Ｋ
Ｍ
会
長
退
任
の

御
挨
拶　

会員・RKM幹事会の活動紹介 ＲＫＭ新旧会長挨拶 

36
期　

久
我　

昭
雄

ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
を
開
始
す
る
な
ど
、

活
発
な
活
動
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
80

歳
の
幅
の
あ
る
会
員
を
擁
す
る
素
晴
し

い
伝
統
を
も
つ
Ｒ
Ｋ
Ｍ
を
維
持
さ
れ
る

よ
う
に
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
幹
事

会
を
は
じ
め
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
を
支
え
て
く
だ

さ
っ
た
多
く
の
関
係
者
の
方
々
、
若
い

人
の
元
気
な
試
合
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

た
現
役
の
諸
君
、
そ
し
て
山
崎
コ
ー
チ

と
中
学
チ
ー
ム
の
歴
代
の
コ
ー
チ
の

方
々
に
、
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
、

退
任
の
御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

36
期
、
昭
和
37
年
卒
の
久
我
で
ご
ざ

い
ま
す
。
卒
業
し
て
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
会
員

に
加
え
ら
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う

ど
50
年
に
な
り
ま
す
。

　

武
蔵
中
学
に
入
学
し
て
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
部
に
入
部
し
て
か
ら
６
年
間
の
現
役

時
代
は
、
中
学
の
コ
ー
チ
だ
っ
た
大
塚

さ
ん
、
高
校
時
代
の
畑
先
生
を
始
め
、

直
接
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
教
え
て
く
れ
た

方
々
、
合
宿
・
遠
征
の
た
め
に
寄
付
な

ど
の
支
援
を
い
た
だ
い
た
方
々
、
実
に

Ｒ
Ｋ
Ｍ
会
長
就
任
の

御
挨
拶　

た
く
さ
ん
の
先
輩
の
お
世
話
に
な
っ
て
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ご
恩
は
後
輩
で
あ
る
現
役
に
返

し
た
い
と
思
っ
て
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
お
手
伝

い
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
歴
代
の

会
長
瀬
古
さ
ん
や
大
沢
さ
ん
、
前
会
長

の
吉
澤
さ
ん
の
リ
ー
ド
の
下
で
、
近
年

活
動
が
と
み
に
活
発
に
な
っ
て
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー
ル
、
会
報
発

行
な
ど
に
よ
る
情
報
の
発
信
、
会
費
納

入
の
拡
大
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
１
０
０
年
の
記
念

事
業
準
備
と
資
料
の
収
集
な
ど
、
幹
事

会
の
諸
君
の
知
恵
と
努
力
が
実
を
結
び

つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
、
現
役
の
部
活

動
の
支
援
が
さ
ら
に
拡
大
し
て
い
っ

て
、
そ
の
結
果
、
現
役
の
部
員
諸
君
が

Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
存
在
を
身
近
に
感
じ
、
卒
業

後
積
極
的
に
こ
の
会
に
参
加
し
て
く
る

と
い
う
環
境
を
め
ざ
し
て
、
幹
事
全
員

で
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
、皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
会
長
の
吉
澤
さ
ん
は
、
武
蔵
の
同

窓
会
の
会
長
も
兼
務
さ
れ
、
お
忙
し
い

中
で
我
々
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
だ
き
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
病
を
克
服
さ
れ
、

お
元
気
に
な
ら
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
し

て
、
ご
挨
拶
を
終
わ
り
ま
す
。

32
期　

吉
澤　

正

現
役
活
動
報
告

　
　
　
　

体
育
科
・
高
校
コ
ー
チ

　
　
　
　
山
崎　

正
晴

　【
現
役
支
援
金
の
使
途
】

　

本
年
度
も
支
援
金
を
頂
戴
し
選
手
一

同
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

支
援
金
は
、
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
ス

ト
ッ
ク
さ
せ
て
頂
き
、
高
校
・
中
学
２

チ
ー
ム
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
代
に
当
て
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
現
役
の
近
況
】

　

高
校
３
年
生
を
中
心
と
し
た
チ
ー
ム

は
６
月
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
予
選
で
敗
退

し
解
散
、
現
在
は
高
校
２
年
生
を
最
上

級
生
と
し
て
高
校
１
年
生
、
中
学
３
年

生
の
三
学
年
で
活
動
を
始
め
て
い
ま
す
。

昨
年
の
チ
ー
ム
と
比
べ
て
身
長
が
低
く
、

１
８
０
cm
を
超
え
る
選
手
が
い
ま
せ
ん
。

ま
た
得
点
力
に
信
頼
性
が
乏
し
く
頭
が

痛
い
次
第
で
す
。
た
だ
現
在
の
ス
タ
ミ

ナ
を
考
え
る
と
昨
年
の
ス
タ
ー
ト
よ
り

高
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
中
３
の

数
人
は
高
校
生
の
ト
ッ
プ
と
肩
を
並
べ

る
ぐ
ら
い
の
力
を
持
っ
て
い
る
も
の
も

い
ま
す
。
こ
の
点
を
チ
ー
ム
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
の
核
に
す
る
つ
も
り
で
い
ま
す
。

得
点
力
が
無
い
の
で
数
少
な
い
ス
コ

ア
ー
を
う
ま
く
使
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
夏
休
み
、
た
っ
ぷ
り
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
さ
せ
て
、
い
い
結
果
を
お

伝
え
出
来
る
よ
う
が
ん
ば
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
高
校
３
年

生
は
部
活
動
を
全
う
し
、
勉
強
に
励
む

夏
と
な
り
ま
し
た
。
新
人
戦
、
関
東
大

会
予
選
、
全
国
大
会
予
選
と
応
援
に
足

を
お
運
び
い
た
だ
き
ま
し
て
生
徒
共
々

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ず
ご
声
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　　

全
員
で
守
っ
て
全
員
で
攻
め
る
。
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
、
と
に
か
く
「
走
る
」

新
会
員

86
期
チ
ー
ム
紹
介　

　

昨
年
度
の
総
会
で
ご
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
、「
Ｒ
Ｋ
Ｍ
１
０
０
年
史
」
発

刊
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
Ｒ
Ｋ
Ｍ
ア
ー
カ
イ

ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
の
１
年
間
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

す
で
に
ご
案
内
の
と
お
り
、Ｒ
Ｋ
Ｍ
１

０
０
周
年
と
な
る
２
０
２
７
年
ま
で
の

準
備
期
間
15
年
を
３
期
間
に
区
切
り
、

最
初
の
５
年
は
「
資
料
の
把
握
・
収
集
・

分
類
・
整
理
」
に
重
点
を
置
い
て
活
動

し
ま
す
。

　

ま
ず
、
11
年
９
月
22
日
の
幹
事
会
に

お
い
て
、
こ
の
重
点
活
動
と
「
ア
ー
カ

イ
ブ
構
想
」
に
つ
い
て
論
議
し
、
そ
れ

を
踏
ま
え
て
11
月
２
日
に
畑
家
に
Ｐ
Ｔ

メ
ン
バ
ー
５
人
が
集
合
し
具
体
的
な
作

業
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の
時
点
で
畑

家
に
集
ま
っ
て
い
た
資
料
は
、
故
森
先

輩
（
26
期
）、
川
浪
先
輩
（
29
期
）、
清

水
先
輩
（
32
期
）、
吉
永
先
輩
（
44
期
）

か
ら
送
付
さ
れ
た
も
の
、
畑
家
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
る
資
料
等
々
、
段
ボ
ー
ル
箱

10
箱
に
な
り
ま
し
た
。
内
容
は
、
ス
ナ
ッ

プ
写
真
、
ス
コ
ア
ブ
ッ
ク
、
練
習
日
誌
、

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
、
大
会
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
、
表
彰
状
、
新
聞
記
事
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
雑
誌
、
畑
公
メ
モ
と
い
っ
た
類
で
極

め
て
広
範
囲
に
わ
た
る
も
の
で
し
た
。

Ｐ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
全
員
で
こ
れ
ら
に
目
を

通
し
、
ス
キ
ャ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
ト
ラ

イ
ア
ル
し
て
み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

集
ま
る
で
あ
ろ
う
資
料
の
種
類
を
洗
い

出
し
、
分
類
・
整
理
方
法
を
決
定
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
分
類
・
整
理
方

法
を
キ
ー
に
し
て
年
次
（
期
）
ご
と
の

資
料
・
記
録
台
帳
を
作
成
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
資
料
や
記
録
に
つ
い
て
年
次

（
期
）
間
の
ば
ら
つ
き
を
極
力
な
く
す
こ

と
・
・
と
い
う
２
つ
の
方
針
で
資
料
収

集
に
努
力
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
目
は
、
12
年
３
月
10
日
に
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
作
業
部
会
を
再
び
畑
家
で
行

い
ま
し
た
。
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
つ
い
て
は
、
竹
原
（
48
期
）
作
成

の
ア
ク
セ
ス
デ
ー
タ
に
て
、
資
料
情
報

を
管
理
し
て
い
く
こ
と
、
デ
ー
タ
の
保

管
は
、
ド
ロ
ッ
プ
ボ
ッ
ク
ス
上
に
置
く
、

と
い
う
２
点
を
決
め
て
作
業
を
す
す
め

ま
し
た
。

　

ま
た
、
資
料
収
集
の
具
体
的
な
進
め

方
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
出
し
を
行
い
、

（
１
）
資
料
お
よ
び
話
題
の
豊
富
な
重
鎮

OB
を
先
行
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る

（
２
）
訪
問
し
て
お
話
を
伺
い
な
が
ら
そ

の
場
で
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
し
ま
う

↓
お
話
を
伺
い
な
が
ら
、
そ
の
資
料
の

由
来
や
提
供
者
の
思
い
を
き
ち
ん
と
伝

え
る

（
３
）こ
れ
を
シ
リ
ー
ズ
化
し
て
配
信
し
、

情
報
・
資
料
提
供
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る

（
４
）
ア
ー
カ
イ
ブ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
も

と
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
シ
ー
ト
を
作
成
し
、

ば
ら
つ
き
を
な
く
す

（
５
）
こ
れ
を
や
る
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル

チ
ー
ム
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
チ
ー
ム
の
編

成
が
必
要

（
６
）
デ
ジ
タ
ル
化
の
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
は
ス
カ
イ
ド
ラ
イ
ブ
上
に
置
く　

等
の
方
針
を
固
め
ま
し
た
。

　

総
会
前
の
５
月
14
日
に
は
、ア
フ
タ
ー

50
年
史
世
代
の
丁
度
真
ん
中
に
位
置
す

る
67
期
期
幹
事
の
太
田
垣
さ
ん
を
い
れ

て
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
い
、
若
手
OB
の

観
点
か
ら
の
情
報
収
集
テ
ー
マ
に
つ
い

て
協
議
し
ま
し
た
。
具
体
的
な
テ
ー
マ

で
挙
げ
ら
れ
た
も
の
は
、

（
１
）
畑
公
と
山
崎
先
生
が
ど
の
よ
う
に

オ
ー
バ
ー
ラ
ッ
プ
し
て
い
る
か
追
究
し

て
み
よ
う

・
・
・
境
目
は
73
期
と
し
て
い
た
が
本

当
か
、
き
ち
っ
と
し
た
境
目
が
あ
る
の

か
、
フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト/

フ
ェ
ー
ド
イ

ン
な
の
で
は
な
い
か
・
・
・
本
阿
弥
さ

ん
（
69
期
）
が
事
実
を
最
も
よ
く
知
っ

て
い
る
キ
ー
マ
ン
な
の
で
は
？

（
２
）
各
時
代
（
期
）
の
チ
ー
ム
の
特
徴

を
あ
つ
め
る

・
体
格
情
報
、
個
性
的
な
メ
ン
バ
ー
情

報
と
い
う
の
は
や
は
り
大
変
興
味
深
い

・「
都
大
会
ベ
ス
ト
16
」
と
い
う
の
は
ア

フ
タ
ー
50
年
史
世
代
と
し
て
は
、
重
要

な
メ
ル
ク
マ
ー
ル
と
な
り
得
る　

（
３
）
合
宿
場
所
の
移
り
変
わ
り
を
集

め
る
と
、
時
代
の
特
徴
が
出
て
く
る
だ

ろ
う

（
４
）
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
話
が
や

は
り
最
も
面
白
い

・
・
・
チ
ー
ム
の
特
徴
や
ル
ー
ル
改
訂

に
よ
っ
て
、
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は
世

代
・
期
に
よ
っ
て
異
な
る
と
思
う
が
、

離
れ
た
期
で
も
共
通
の
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
が
あ
る
か
ど
う
か
、
興
味
深
い

テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ア
イ
デ
ア
を
基
に
、
６

月
12
日
の
総
会
で
は
参
加
し
た
OB
に

「
合
宿
場
所
」・「
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

名
」・「
チ
ー
ム
で
一
番
背
の
高
い
人
」

な
ど
に
つ
い
て
実
際
に
模
造
紙
に
書
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、「
合
宿
場
所
」
で
は
、

校
内
双
桂
寮
・
秋
田
（
大
曲
）・
松
本
・

新
潟
・
日
立
国
分
・
日
立
戸
塚
な
ど
が

書
き
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
模
造

紙
の
前
で
先
輩
・
後
輩
が
一
緒
に
な
っ

て
、
活
発
に
思
い
出
を
語
り
あ
う
な
ど
、

思
わ
ぬ
派
生
効
果
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

以
上
が
、
こ
の
１
年
間
の
活
動
の
概

要
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
と
し

て
は
引
き
続
き
上
記
の
よ
う
な
進
め
方

を
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
積

極
的
な
参
加
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
な
お
、
今
後
は
ア
ー
カ
イ
ブ

通
信
（
仮
称
）
を
年
１
〜
２
回
発
行
し
、

活
動
状
況
を
継
続
し
て
ご
報
告
す
る
予

定
で
す
。

「
Ｒ
Ｋ
Ｍ
１
０
０
年
史
」

ア
ー
カ
イ
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

活
動
状
況
報
告

48
期　

竹
原
徹
雄
・

　
　
　

福
本
淳
一

4 宇野
5 松本
6 臼田
7 上野
8 三宅
11 小野寺



　

５
年
前
の
大
晦
日
、
恒
例
の
年
末
大

掃
除
の
最
後
で
腰
が
ギ
ク
ッ
と
な
っ

た
。
例
の
ギ
ッ
ク
リ
腰
と
思
い
新
年
を

迎
え
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
初
詣
に
出
か
け
た

が
50
ｍ
位
歩
く
と
も
う
進
め
な
い
。
坐

る
と
何
で
も
な
い
。
理
由
が
分
か
ら
ず

休
み
明
け
に
調
べ
て
も
ら
う
と
脊
柱
管

狭
窄
（
腰
の
骨
が
ズ
レ
て
直
立
す
る
と

神
経
が
骨
に
当
り
痛
む
）
と
い
う
事
で

直
ち
に
治
療
を
始
め
た
が
全
く
改
善
し

な
い
。

　

３
か
月
近
く
何
も
で
き
な
い
状
態
が

続
き
、
た
ま
り
か
ね
て
Ｒ
Ｋ
Ｍ
後
輩
の

池
田
康
夫
君
（
36
期
、
当
時
慶
應
病
院

長
）
に
「
も
う
一
度
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
出

来
る
身
体
に
し
て
く
れ
」
と
頼
む
と
直

ぐ
「
腰
に
強
い
先
生
を
紹
介
し
ま
し
ょ

う
」
と
千
葉
裕
先
生
を
紹
介
さ
れ
４
月

即
入
院
と
な
っ
た
。
入
院
後
も
種
々
治

療
す
る
も
改
善
せ
ず
手
術
し
か
な
い
と

思
い
先
生
に
再
三
手
術
し
て
欲
し
い
と

お
願
い
し
た
。
当
時
の
脊
柱
管
狭
窄
の

手
術
は
大
事
で
、
骨
の
中
で
神
経
が
当

た
る
の
で
骨
の
内
側
を
削
っ
て
広
げ
る

必
要
が
あ
る
が
、
骨
は
ト
ン
ネ
ル
に

な
っ
て
い
て
外
か
ら
削
り
よ
う
が
な

く
、
や
む
な
く
骨
を
一
旦
外
し
て
中
を

削
り
又
戻
す
と
い
う
作
業
が
必
要
で
、

術
後
安
定
す
る
ま
で
２
〜
３
年
か
か
る

と
い
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
慶
應
大

学
で
は
骨
を
取
り
外
さ
ず
上
か
ら
切
っ

て
左
右
に
広
げ
中
を
削
っ
た
後
ま
た
合

わ
せ
る
「
縦
割
法
」
手
術
を
開
発
し
短

期
間
で
安
定
で
き
る
新
技
術
が
あ
っ
た
。

 　

先
生
は
当
初
手
術
迄
し
な
く
て
も
と

渋
っ
て
い
た
が
最
終
的
に
は
早
く
決
着

を
つ
け
て
ほ
し
い
！
と
い
う
私
の
希
望

　

７
月
に
幹
事
会
よ
り
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン

グ
デ
ィ
の
ご
案
内
を
出
し
た
と
こ
ろ
、

32
期
印
南
氏
よ
り
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ィ
で
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
プ
レ
ー

で
き
る
喜
び
を
綴
っ
た
文
章
を
寄
稿
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

　　

我
が
母
校
武
蔵
高
校
に
は
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ィ
（
Ｈ
Ｃ
Ｄ
）
と
い
う
良
き

行
事
が
あ
る
。
毎
年
９
月
母
校
に
帰
り

高
校
時
代
所
属
し
た
部
活
動
で
現
役
・

OB
と
の
交
流
を
計
る
と
い
う
も
の
で
30

年
以
上
も
続
い
て
い
る
。
私
も
東
京
に

い
る
時
は
毎
年
参
加
し
、
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
に
着
替
え
体
育
館
に
立
ち
バ
ス
ケ
ッ

ト
の
雰
囲
気
に
浸
る
。
中
で
も
楽
し
み

は
中
学
生
と
の
交
流
試
合
に
出
て
ゲ
ー

ム
を
し
た
と
い
う
喜
び
を
満
喫
す
る
こ

と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
楽
し
み

を
断
た
れ
る
よ
う
な
事
件
が
起
こ
っ
た
、

然
も
３
年
間
に
２
度
も
！
！　

本
文
は

そ
の
苦
し
い
局
面
を
Ｒ
Ｋ
Ｍ（
籠
球
武

蔵
）
の
仲
間
に
救
わ
れ
な
ん
と
か
復
帰

で
き
た
私
の
体
験
談
で
あ
る
。

を
受
け
入
れ
平
成
19
年
５
月
末
手
術
が

実
施
さ
れ
た
（
全
身
麻
酔
、
２
時
間
、

８
針
）。

　

結
果
は
大
成
功
で
翌
日
は
も
う
何
と

も
な
い
。
様
子
を
見
に
来
て
く
れ
た
佐

室
瑞
穂
君
（
32
期
同
期
）
と
昼
飯
を
食

い
に
行
っ
て
も
何
事
も
な
く
、
彼
は
納

得
の
い
か
な
い
顔
で
あ
っ
た
が
私
も
全

く
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
ま
さ
に“

神

の
手”

で
あ
っ
た
。

　

旬
日
を
お
か
ず
に
退
院
し
た
が
、
そ

の
時
の
先
生
の
注
意
は
「
跳
ん
だ
り
は

ね
た
り
は
絶
対
ダ
メ
、
回
転
運
動
は
強

く
な
け
れ
ば
良
い
」
と
の
事
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
歩
く
こ
と
か
ら
始
め
２
カ

月
後
恐
る
恐
る
ゴ
ル
フ
を
始
め
た
。
腰

に
負
担
を
か
け
な
い
よ
う
に
手
打
ち

シ
ョ
ッ
ト
に
し
た
。
９
月
の
Ｈ
Ｃ
Ｄ
に

備
え
走
る
練
習
も
少
し
づ
つ
始
め
た
。

跳
ん
だ
り
は
ね
た
た
り
し
な
い
走
り
方

を
考
え“

ナ
メ
ク
ジ
走
法” 

｜ 

踵
を
地

面
か
ら
離
さ
ず
上
下
運
動
の
少
な
い
走

り 

｜ 

を
心
が
け
テ
ニ
ス
に
も
応
用
し

た
。
夏
場
を
乗
り
切
り
新
走
法
で
か
な

り
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
９
月
の

Ｈ
Ｃ
Ｄ
に
こ
わ
ご
わ
出
場
し
お
っ
か
な

び
っ
く
り
で
出
た
ゲ
ー
ム
で
仲
間
の
支

援
パ
ス
に
も
恵
ま
れ
５
分
間
の
プ
レ
ー

で
４
得
点
を
あ
げ
た
。
又
、
１
０
０
本

フ
リ
ー
ス
ロ
ー
は
60
本
入
っ
た
。

　

と
に
か
く
復
帰
は
出
来
た
と
い
う
満

足
感
は
強
く
、
心
の
中
で
快
哉
を
叫
ん

だ
。
池
田
君
に
も
お
礼
と
感
謝
の
報
告

を
し
て
喜
ん
で
も
ら
っ
た
が
、
千
葉
先

生
か
ら
は“

ム
チ
ャ
は
い
け
ま
せ
ん”

と
た
し
な
め
ら
れ
た
。

　

翌
年
秋
に
２
回
目
の
事
件
が
起
き
た
。

定
期
健
診
で
胃
の
内
視
鏡
検
査
を
受
け

る
と“

食
道
の
入
口
に
何
か
あ
り
ま
す

よ”

と
い
わ
れ
仰
天
し
た
。
直
ぐ
に
武

藤
徹
一
郎
君
（
Ｒ
Ｋ
Ｍ
31
期
、
癌
研
有

明
名
誉
院
長
）
に
連
絡
す
る
と“

直
ぐ

来
な
さ
い”

と
い
わ
れ
食
道
癌
専
門
の

山
田
和
彦
先
生
を
紹
介
さ
れ
、
検
査
の

結
果
初
期
で
は
あ
る
が
悪
性
と
の
事
、

武
藤
君
の
「
悪
い
物
は
と
っ
た
方
が
良

い
」
と
の
一
言
で
私
も
同
意
し
山
田
先

生
に
手
術
を
お
願
い
し
た
。
そ
の
時
私

は
腫
瘍
１
個
を
と
る
の
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
よ
く
聞
い
て
み
る
と
食
道
全
部

を
切
除
す
る
の
だ
と
分
か
っ
た
時
は
も

う
遅
か
っ
た
。
自
分
の
ノ
ー
テ
ン
キ
に

呆
れ
る
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

食
道
は
喉
と
胃
を
つ
な
ぐ
細
い
管

（
25
cm
位
）、
飲
食
し
た
も
の
を
胃
に
送

り
、
同
時
に
逆
流
防
止
の
役
目
を
負
っ

て
い
る
。
食
道
を
切
除
す
る
と
25
cm
の

空
間
が
出
来
る
が
そ
こ
を
埋
め
る
為
に

胃
を
引
張
っ
て
喉
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
。
平
成
21
年
１
月
手
術
が
行
わ
れ

た
が
13
時
間
・
80
ホ
ッ
チ
キ
ス
（
針
）・

全
身
麻
酔
の
大
手
術
で
あ
っ
た
。
特
に

通
常
８
〜
10
時
間
と
い
わ
れ
る
手
術
時

間
が
長
く
か
か
っ
た
の
は
、
私
の
胸
郭

が
非
常
に
大
き
く
胃
を
引
張
っ
て
も
喉

に
届
か
な
い
。
散
々
引
張
ら
れ
た
あ
げ

く
や
っ
と
繋
が
っ
た
と
の
事
で
先
生
も

大
変
だ
っ
た
由
。
最
初
は
水
も
飲
め
な

い
状
態
か
ら
回
復
治
療
が
始
ま
っ
た
が

意
外
に
も
体
力
面
で
は
大
き
な
変
化
は

感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
腸
ろ
う

―
 

栄
養
分
を
直
接
体
内
に
取
入
れ
る ―

の
お
か
げ
で
、
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
は
病
院
内
を
84
歩
歩
く
事
と
し
、

時
に
は
病
院
の
中
を
早
足
で
歩
く
な
と

注
意
を
受
け
た
り
し
な
が
ら
３
週
間
の

予
定
を
18
日
で
退
院
し
た
。

　

然
し
驚
く
べ
き
変
化
は
退
院
後
起

こ
っ
た
。
何
し
ろ
食
物
が
う
ま
く
喉
を

通
ら
な
い
。
腸
ろ
う
も
外
し
た
の
で
栄

養
補
給
が
出
来
な
い
。
何
と
か
食
べ
ら

れ
る
物
を
選
び
ム
リ
ヤ
リ
呑
み
込
ん
で

も
お
腹
が
悲
鳴
を
あ
げ
る
。
体
重
は
ミ

ル
ミ
ル
減
っ
て
88
↓
70
kg
を
割
り
、
下

が
り
続
け
た
。
然
し
歩
け
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
４
月
か
ら
ゴ
ル
フ
を
始
め

た
。
フ
ラ
フ
ラ
し
な
が
ら
９
ホ
ー
ル
を

歩
く
こ
と
か
ら
始
め
、
５
月
に
は
片
山

杯
（
季
美
の
森
Ｇ
Ｃ
）
に
出
て
昼
食
も

喉
を
よ
く
通
ら
な
い
状
態
で
86
で
回
っ

た
。
稀
有
の
事
で
あ
っ
た
。

　

７
月
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た
が
体
重

は
63
kg
迄
落
ち
サ
ー
ブ
の
度
に
上
を
見

上
げ
る
と
目
が
廻
っ
た
。
今
も
当
時
の

テ
ニ
ス
仲
間
と
話
す
と
「
印
南
さ
ん
は

も
う
ダ
メ
だ
な
と
思
っ
た
。
良
く
生
き

返
っ
た
よ
」
と
冷
や
か
さ
れ
る
。

　

８
月
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
取
組
ん

だ
。
ナ
メ
ク
ジ
走
法
は
一
応
身
に
つ
き

若
干
は
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の

で
ゲ
ー
ム
に
出
て
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る

事
を
目
標
に
し
た
。
バ
ス
ケ
ッ
ト
の

コ
ー
ト
は
縦
28
ｍ
、
両
チ
ー
ム
が
行
っ

た
り
来
た
り
し
て
ゲ
ー
ム
を
行
う
の
で

ま
ず
走
ら
な
け
れ
ば
ゲ
ー
ム
に
入
れ
な

い
。
計
算
す
る
と
大
体
30
秒
で
１
往
復

だ
か
ら
５
分
走
る
と
10
往
復
で
シ
ュ
ー

ト
機
会
は
チ
ー
ム
と
し
て
10
回
、
そ
の

内
４
回
は
私
が
シ
ュ
ー
ト
を
し
て
２
回

入
れ
る
事
（
４
得
点
）
を
目
標
と
し
た
。

　

目
標
達
成
の
第
一
歩
と
し
て
先
ず
５

分
間
で
５
０
０
ｍ
走
れ
る
体
力
を
作
っ

た
。
シ
ュ
ー
ト
は
ジ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ー
ト

は
身
体
が
浮
か
び
上
が
ら
な
い
。
や
む

な
く
ド
リ
ブ
ル
カ
ッ
ト
イ
ン
を
狙
う
事

と
し
、
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
ラ
イ
ン
で
球
を

受
け
フ
ェ
イ
ン
ト
を
か
け
ド
リ
ブ
ル

シ
ュ
ー
ト
を
す
る
練
習
を
繰
り
返
し
た
。

練
習
場
は
所
属
し
て
い
る
ひ
か
り
テ
ニ

ス
ク
ラ
ブ
の
壁
打
ち
。
壁
は
25
cm
の
モ

ル
タ
ル
を
重
ね
て
あ
る
の
で
13
段
目
の

５
cm
上
（
３
ｍ
５
cm
）
を
リ
ン
グ
と
見

な
し
た
。
８
月
の
炎
天
下
テ
ニ
ス
の
壁

打
ち
で
１
人
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
真
似
事
を

し
て
い
る
姿
を
見
た
テ
ニ
ス
仲
間
か
ら

“

一
体
何
を
や
っ
て
い
る
の”

と
散
々
冷

や
か
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
結
果
は
つ
い
て
く
る
も
の

で
、
平
成
21
年
９
月
の
Ｈ
Ｃ
Ｄ
の
ゲ
ー

ム
で
私
は
５
分
間
出
場
し
４
得
点
を
あ

げ
た
。
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
は
１
０
０
本
投

げ
て
58
本
入
っ
た
。
ま
さ
に
快
挙
で
あ
っ
た
。

　

11
月
女
房
を
連
れ
て
長
野
県
佐
久
の

畑
先
生
の
お
墓
へ
報
告
に
行
っ
た
。
有

名
な
お
墓
の
記
念
石 

｜
へ
ば
っ
た
ら
頑

張
れ 

｜
の
語
録
の
前
で“

先
生
、
頑
張

り
ま
し
た
よ
！
！”

と
報
告
し
た
時
は

胸
が
つ
ま
っ
た
。

　

２
度
の
危
機
の
時
も
う
こ
れ
で
バ
ス

ケ
ッ
ト
は
出
来
な
い
か
な
と
不
安
が

ぎ
っ
た
が
、
幸
い
Ｒ
Ｋ
Ｍ
の
良
き
仲
間

に
救
わ
れ
何
と
か
元
の
生
活
に
戻
れ
た

の
は
望
外
の
幸
せ
と
い
う
も
の
で
武
藤

君
・
池
田
君
に
は
感
謝
の
気
持
ち
を
抑

え
ら
れ
な
い
。

　

又
同
時
に
一
寸
歩
く
と
息
切
れ
す
る

中
、
30
ｍ
・
50
ｍ
と
目
標
を
上
げ
て
少

し
づ
つ
走
る
練
習
を
続
け
る
と
、
何
と

か
５
０
０
ｍ
走
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
時

は
畑
公
の
言
葉
が
支
え
と
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
た
。
今
私
は
72
才
、
12
才
で

バ
ス
ケ
ッ
ト
を
始
め
60
年
と
な
っ
た
。

今
年
も
桑
水
流
君
（
Ｒ
Ｋ
Ｍ
47
期
）
か

ら
Ｈ
Ｃ
Ｄ
の
案
内
を
貰
い
又
コ
ー
ト
に

立
っ
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
楽
し
み
、Ｒ
Ｋ

Ｍ
と
い
う
良
き
仲
間 

｜ 

キ
ャ
プ
テ
ン
吉

澤
正
君
と
同
期
６
人 

｜ 

先
輩
・
後
輩
に

支
え
ら
れ
た
得
難
い
体
験
に
満
ち
た
バ

ス
ケ
ッ
ト
人
生
を
か
み
し
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
24
年
８
月
記
）

　

今
年
度
の
同
窓
会
主
催
の
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ィ
は
、
９
月
15
日
（
土
）
午

後
１
時
30
分
か
ら
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

Ｒ
Ｋ
Ｍ
で
は
高
中
体
育
館
で
２
時
〜

４
時
に
現
役
と
の
交
流
試
合
、
そ
の
後

恒
例
の
フ
リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
（
賞
品
は

お
楽
し
み
・
・
・
）
を
行
い
、
４
時
半

ご
ろ
の
解
散
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
現

役
と
互
角
に
動
き
回
れ
る
若
手
OB
の
参

加
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
フ
リ

ー
ス
ロ
ー
大
会
の
み
の
参
加
も
歓
迎
し

ま
す
の
で
、
改
修
さ
れ
た
コ
ー
ト
デ
ザ

イ
ン
の
体
育
館
を
覗
き
に
、
ま
た
ボ
ー

ル
の
感
触
を
懐
か
し
み
に
同
期
の
方
を

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
奮
っ
て
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

　

尚
、
並
行
し
て
１
時
半
〜
４
時
に
、

高
中
視
聴
覚
教
室
に
て
35
期
・
吉
野
忠

彦
氏
（
元
興
銀
、
日
本
エ
ス
ト
ニ
ア
協

会
会
長
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
名
誉
副
領

事
）
に
よ
る
「『
命
の
ビ
ザ
』－
杉
原
千

畝
と
ユ
ダ
ヤ
人
」
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
４
時
半
か
ら
６
時
半
に
は
、

高
中
図
書
館
棟
１
Ｆ
に
て
各
部
合
同
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
ご
案
内
い

た
し
ま
す
。（
会
費
：
75
期
ま
で
４

千
円
、
76
期
以
降
３
千
円
、
学
生
２
千
円
）

　

２
０
１
２
年
度
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

の
ご
案
内　

32
期　

印
南
文
雄

特
別
寄
稿

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ィ

の
バ
ス
ケ
ッ
ト
帰
り

写真はいずれも平成 21 年度ホー
ムカミングディでの印南氏


